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仙台市水道事業会計決算の大要
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再生紙を使用しています。



１　事　業　の　概　況

（１）　普  及  状  況
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改良・更新工事等を，受託等工事では配水管の移設工事等を行いました。■■■■

区 分

計 画 給 水 区 域 内 人 口

給 水 人 口

区 分

普 及 率

比 率 ％ ）
平 成 年 度平 成 年 度

比 較
増 減

比 較
平 成 年 度 平 成 年 度

増 減 比 率 ％ ）

年 間 有 収 水 量
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使 用 給 水 栓 数

年 間 有 効 水 量

一 日 最 大 配 水 量

平成27年度仙台市水道事業の概況と決算の大要

本年度の水道事業は，「仙台市水道事業中期経営計画」（平成 ～ 年度）の初年度にあたり，

計画に掲げる事業を着実に推進し，強くて安心な水道，エコで持続可能な水道づくりに取り組み

配水管整備事業では老朽鋳鉄管の更新工事，配水管新設工事等を，施設整備事業では浄水施設の

建設改良事業につきましては，前年度からの繰越しを含め総額で 億 千 百万円を支出し，

立 方 メ ー ト ル （ ％ ） 増 ， 年 間 有 収 水 量 が 立 方 メ ー ト ル ， 前 年 度 比

配 水 状 況 に つ き ま し て は ， 年 間 総 配 水 量 が 立 方 メ ー ト ル ， 前 年 度 比

立 方 メ ー ト ル （ ％ ） 増 と な り ， 有 収 率 は 前 年 度 と 同 率 の ％ と な り ま し た 。 ■ ■ ■ ■ ■

ながら，お客さまへの安全・安心で良質な水道水の安定供給に努めてまいりました。■■■■■
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２　決　算　の　大　要

（１）　収益的収入及び支出

（単位　千円）

△

△

△ △

△

△

△ △

△

（注）　収益的収入は消費税及び地方消費税込みの額である。

となりましたので，予算額に対して 千円の増収となりました。■■■■■■■■■■■■

国 庫 補 助 金

水 道 事 業 収 益

他 会 計 補 助 金

営 業 収 益

給 水 収 益

固 定 資 産 売 却 益

決算については，受託工事収益等で減収となりましたが，給水収益等の増収により 千円

雑 収 益

過 年 度 損 益 修 正 益

受 託 工 事 収 益

増収見込みと，不動産賃貸料及び国庫補助金の減収見込みとの差引きにより， 千円を増額補正

水道事業収益は，当初 千円を予定いたしましたが，水道加入金及び長期前受金戻入の

そ の 他 営 業 収 益

長 期 前 受 金 戻 入

水 道 加 入 金

収 　 　　益  　　　的　　　  収　　　  入

予 算 額

計
決　算　額

増     減
補 正 予 算 額
（ △ 減 ）

（  △     減  ）

区　　　分

当 初 予 算 額

不 動 産 賃 貸 料

特 別 利 益

いたしましたので，最終予算額は 千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■

営 業 外 収 益

科　　　目

受 取 利 息
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（単位　千円）

△

△

△

△

△

△100,000

△

△

（注）　収益的支出は消費税及び地方消費税込みの額である。

決算については，人件費，経費等の減少により 千円となりましたので，不用額は

繰 越 額科　　　目

前年度から繰り越した営業費用 千円を加え，最終予算額は 千円となりました。■■■

決 算 額

特 別 損 失

予 備 費

増額見込みと，人件費，減価償却費等の減額見込みとの差引きにより， 千円を増額補正し，これに

営 業 費 用

水 道 事 業 費 用

千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

予 算 額

計

総 係 費

支 払 利 息

繰 延 資 産 償 却

消費税及び地方消費税

収 　 　　益  　　　的　　　  支　　　  出

減 価 償 却 費

営 業 外 費 用

資 産 減 耗 費

業 務 費

区　　　分
不 用 額

当初予算額
補正予算額
（ △ 減 ）

受 託 工 事 費

予備費
支出額

流用増減額
（ △ 減 ）

給 水 費

原 水 費

浄 水 費

受 水 費

配 水 費

雑 支 出

水道事業費用は，当初 千円を予定いたしましたが，資産減耗費並びに消費税及び地方消費税の

過年度損益修正損

固 定 資 産 売 却 損

予 備 費
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（２）　資本的収入及び支出

（単位　千円）

△3,052,739

△2,736,500

△

△ △

△

△

（注）　資本的収入は消費税及び地方消費税込みの額である。

水 道 事 業
資本的収入

企 業 債

固 定 資 産
売 却 代 金

決算額は 千円となり，予算額に比べ 千円の減収となりました。これは，企業債

開発負担金等の増収見込みと，国庫補助金の減収見込みとの差引きにより， 千円を

増額補正し，これに前年度から繰り越した同意済企業債 千円，出資金 千円，

そ の 他
資本的収入

出 資 金

国庫補助金 千円，負担金 千円を加え，最終予算額は 千円となりました。

国庫補助金

開発負担金

千円，出資金 千円，国庫補助金 千円，負担金 千円を繰越工事の

負 担 金

水道事業資本的収入は，当初 千円を予定いたしましたが，固定資産売却代金，

財源として翌年度へ繰り越したこと等によるものです。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

資　　　本　　　的　　　収　　　入

予 算 額

補正予算額
（ △ 減 ）

決　算　額
増 減
（ △ 減 ）

繰 越 額

区　　分

当初予算額 計科　　目
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（単位　千円）

△

△

△ △ 12,943

△

△

△

（注）　資本的支出は消費税及び地方消費税込みの額である。

配 水 管 整 備
事 業 費

水道事業資本的支出は，当初 千円を予定いたしましたが，建設改良費及び企業債償還金の

企業債償還金

施 設 整 備
事 業 費

受 託 等
工 事 費

建 設 改 良 費

水 道 事 業
資 本 的 支 出

（△ 　　 減）
流用増減額

受託等工事費 千円の合計 千円を翌年度へ繰り越しいたしましたので，不用額は 千円

資本的収入額 千円が資本的支出額 千円に対し不足する額 千円は，

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 千円，過年度分損益勘定留保資金

次に，資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額の補てん財源について説明いたします。■■■

千円及び当年度分損益勘定留保資金 千円で補てんいたしました。■■■■■■■■■■■■■

■ ■ ■ ■ ■

決算額は 千円となり，配水管整備事業費 千円，施設整備事業費 千円，

減額見込みにより， 千円を減額補正し，これに前年度から繰り越した建設改良費 千円

を加え，最終予算額は 千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

資　　　本　　　的　　　支　　　出

区　　分 予 算 額
翌 年 度
繰 越 額

科　　目 当初予算額
補正予算額
（△ 　　 減）

決　算　額 不 用 額
計繰 越 額
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（３）　損　益　計　算　書

（単位　千円）

△

△ △

△4,093,206 △

△4,077,190 △

△

△1,043,928 △1,043,928

（注）　損益計算書は消費税及び地方消費税抜きの額である。

以上により，当年度は 千円の純利益となりました。■■■

また，総費用は 千円で，前年度に比べ 千円の減少となりました。これは，

特別損失等の特別損失で 千円減少したことによるものです。■■■■■■■■■■■■■

受託工事収益等の営業収益で 千円，雑収益等の営業外収益で 千円，固定資産売却益等

当年度の総収益は 千円で，前年度に比べ 千円の減収となりました。これは，

経費等の営業費用で 千円増加しましたが，支払利息等の営業外費用で 千円，その他

の特別利益で 千円減少したことによるものです。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

計 計

比　　較　　損　　益　　計　　算　　書

営 業 収 益

特 別 損 失

当年度純損失

特 別 利 益

平成27年度
増 減

費 用 の 部

平成26年度

‐

小 計

営業外費用 営業外収益

小 計

当年度純利益

科目

営 業 費 用

科目

区分
（ △ 減 ）

平成27年度

‐

収 益 の 部

平成26年度
区分 増 減

（ △ 減 ）
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（４）  剰余金計算書及び剰余金処分計算書（案）

資本金に組み入れ，残額の 千円を減債積立金に積み立ていたします。■■■■■■■■■

資本剰余金については，前年度末残高は 千円でありましたが，増減はありませんでした

千円，その他資本剰余金 千円となっております。■■■■■■■■■■■■

ので，当年度末残高は 千円となりました。当年度末残高の内訳は，受贈財産評価額

千 円 ， 工 事 負 担 金 千 円 ， 国 庫 （ 県 ） 補 助 金 千 円 ， 開 発 負 担 金

利益剰余金については，未処分利益剰余金の前年度末残高が 千円でありましたが，

議決による処分により 千円が減少し，当年度純利益 千円が生じたことにより，

当年度末残高は 千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

当年度未処分利益剰余金 千円については，長期前受金戻入による 千円を
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（５）　貸　借　対　照　表

（単位　千円）

△  1,763,690

△ △  

△27,569,643

（注）　貸借対照表は消費税及び地方消費税抜きの額である。

科目

区分
平成27年度

償却しましたので，当年度末残高は 千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■

は 千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

増 減

固定資産のうち，有形固定資産については，前年度末残高は 千円でありましたが，

当年度内に建設改良事業により 千円，寄附により 千円，リース資産取得により

売却により 千円の合計 千円が減少しましたので，当年度末残高は 千円

計 計

剰 余 金

流動資産については，前年度末残高は 千円でありましたが，現金及び預金 千円，

となりました。 無形固定資産については，前年度末残高は 千円でありましたが，建設改良

事業により 千円が増加し，減価償却により 千円が減少しましたので，当年度末残高

はありませんでしたので，当年度末残高は 千円となりました。これにより，固定資産の当年度末

は 千円となりました。投資については，前年度末残高は 千円でありましたが，増減

未収金 千円が増加し，貯蔵品 千円，前払費用 千円が減少しましたので，当年度末残高

繰延資産については，前年度末残高は 千円でありましたが，システム開発費 千円を

増 減

資 本 金

固定負債については，前年度末残高は 千円でありましたが，企業債 千円，

流動負債については，前年度末残高は 千円でありましたが，企業債 千円，未払金

千円，前受金 千円，預り金 千円，引当金 千円が増加し，リース債務

リース債務 千円，引当金 千円が減少しましたので，当年度末残高は 千円と

なりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

千円の合計 千円が増加し，減価償却により 千円，除却により 千円，

残高は 千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

比　　較　　貸　　借　　対　　照　　表

固 定 負 債

流 動 負 債

繰 延 収 益

固 定 資 産

流 動 資 産

繰 延 資 産

（ △ 減 ）
平成27年度 平成26年度

区分
（ △ 減 ）

平成26年度

資 産 の 部 負 債 ・ 資 本 の 部

科目
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以上が，平成 年度仙台市水道事業会計決算の大要です。■■■■■■

資本金については，前年度末残高は 千円でありましたが， 千円が増加しました

なお，用地の内訳は別表のとおりです。■■■■

繰延収益については，前年度末残高は 千円でありましたが，長期前受金 千円

減少しましたので，当年度末残高は 千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■

剰余金については，前年度末残高は 千円でありましたが，利益剰余金 千円が

千円，未払費用 千円が減少しましたので，当年度末残高は 千円となりました。

ので，当年度末残高は 千円となりました。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

が減少しましたので，当年度末残高は 千円となりました。■■■■■■■■■■■■■
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 別  表

所         在 面  積 帳簿価額 使  用  目  的 備       考

(㎡） (千円）

青葉区芋沢字中田西29-1 隧道用地
外48

青葉区芋沢字甲野田中2-2 導水管路用地
外10

青葉区芋沢字中山下24-3 貯水池用地
外21

施 青葉区芋沢字中原17-1 浄水場用地
外40

大 倉 川 青葉区芋沢字大竹原8-2 送水管路用地

水 源 関 係 外23

青葉区国見三丁目24 配水所用地
外16

青葉区上愛子字松原39-2 ポンプ場用地

設 青葉区国見二丁目55 配水管路用地
外12

青葉区芋沢字大竹原5-1 発生土処分用地
外9

小    計

青葉区熊ヶ根字大原道19-1 水源用地

用 青 下 外59

水 源 関 係 青葉区大倉字大原新田12-5 隧道用地
外13

小    計

太白区山田字船渡前13-1 水源用地
外2

地 太白区富田字南ノ西3-4 導水管路用地
外5

太白区富田字京ノ南37 浄水場用地

富 田 外2

水 源 関 係 太白区富沢字宮崎62-3 送水管路用地
外55

太白区茂ヶ崎四丁目1-3 配水所用地

太白区向山四丁目104-5 配水管路用地
外1

小    計

用       地       内       訳       表

区    分

平成28年3月31日現在
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所         在 面  積 帳簿価額 使  用  目  的 備       考

(㎡） (千円）

青葉区芋沢字中田西9-7 隧道用地 塩竈市共有地含
外10

青葉区芋沢字青野木84-3 導水管路用地 塩竈市共有地含
外46

青葉区国見六丁目13-2 浄水場用地 塩竈市共有地含
外14

施 青葉区小松島三丁目5-10 送水管路用地
外5

大 倉 ダ ム 宮城野区枡江19-2 配水所用地

水 源 関 係 外11

青葉区国見六丁目13-14 ポンプ場用地
外2

青葉区貝ヶ森二丁目21-5 配水管路用地

設 外14

青葉区川平三丁目13-14 流量計室用地
外2

青葉区芋沢字中田西9-8 その他用地 塩竈市共有地含
外8

小    計

川崎町小野字小地倉山1-10 隧道用地

用 外3

川崎町支倉字上赤沢山2-2 沈砂池用地

太白区茂庭字中谷地山8-3 導水管路用地
外63

太白区茂庭字上ノ原山128-2 浄水場用地
外15

太白区佐保山9-2 送水管路用地

地 釜 房 ダ ム 外2

水 源 関 係 青葉区荒巻字青葉341-1 配水所用地
外17

青葉区荒巻字青葉694-4 ポンプ場用地
外2

太白区茂庭字人来田西7-3 配水管路用地 ガス局・建設局
外240 共有地含

太白区茂庭字坂ノ下29-3 発生土処分用地
外2

宮城野区仙台港北二丁目3-4 その他用地 ガス局・ＮＴＴ・
外13 東北電力共有地含

小    計

区    分
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所         在 面  積 帳簿価額 使  用  目  的 備       考

(㎡） (千円）

泉区福岡字東泉24-3 水源用地
外15

泉区福岡字台103-2 浄水場用地
  外3

施 泉区小角字下河原3-15 送水管路用地
 外29

泉区福岡字岳山3-13 配水所用地
 外24

七 北 田 宮城野区岩切字入生沢57-4 ポンプ場用地

ダ ム  外18

水 源 関 係 泉区実沢字荒神39-4 配水管路用地

設  外12

泉区南中山一丁目44-5 高架水槽用地
 外1

泉区南光台二丁目68-543 流量計室用地

泉区福岡字大沢3-8 発生土処分用地
 外9

用

小    計

太白区茂庭字大堤21-118 送水管路用地
 外12

太白区茂庭字馬越石20-5 配水所用地
 外19

地 青葉区芋沢字綱木坂32 ポンプ場用地

広 域  外8

水 道 関 係 太白区茂庭字生出森45-2 配水管路用地
 外12

青葉区国見六丁目12-33 流量計室用地
外1

青葉区小松島四丁目53-2  その他用地

小    計

区    分
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所         在 面  積 帳簿価額 使  用  目  的 備       考

(㎡） (千円）

泉区福岡字檀ノ原56-5 導水管路用地

宮 床 ダ ム  外1

水 源 関 係 泉区朴沢字相ノ沢4 その他用地
 外2

施

小    計

青葉区大倉字高見沢11-2 導水管路用地
 外4

青葉区大倉字高見沢25-2 浄水場用地

設  外3

青葉区上愛子字堤4-2 送水管路用地

そ の 他 の  外68

水 源 関 係 青葉区大倉字下窪37-2 配水所用地

　　  外12

青葉区大倉字宮前4-1 ポンプ場用地

用  外4

　 青葉区大倉字堰下12-6 その他用地

小    計

地 宮城野区扇町四丁目5-1 資材置場用地

資 材 置 場

用 地 ほ か 富谷町富ヶ丘一丁目3-88 その他用地
　 外35

小    計

計

太白区南大野田29-1 大野田庁舎用地
 外4

若林区卸町二丁目3-1 その他庁舎用地
 外2

計

合    計

事 務 所 用 地

区    分
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平 成 27 年 度

仙台市水道事業会計決算の大要

仙 台 市 水 道 局

再生紙を使用しています。


